
 
 

 

２学期も後半戦！！ 
いよいよ１１月に突入します。２学期は後半戦、２年生も残すところあと５か月。中

学年に向けて一歩一歩進んでいこうとしている毎日です。先日の学習発表会では、歌や

合奏、群読などに挑戦し、一人一人が最後まで挑戦しきった姿を見せてくれました。 

１年生を引っ張っていくんだとの強い気持ちが練習の姿勢にも見られて、さすが２年生

だなと感じました。衣装の用意や日々の体調管理に御協力いただきましてありがとうご

ざいました。 

さて、算数ではかけ算九九の学習も折り返しです。休み時間に友達と問題を出し合っ

たり、九九のテストを積極的に受けにきたりしています。日々挑戦を続ける２年生です。

かけ算の九九は今後の算数の基礎になる大事な学習のため、丁寧に取り組んで全員がし

っかり覚えきっていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせとお願い＞ 
 
◎持久走記録会について 

日時：１１月２８日（金） ※詳細は後日お手紙を配布します。 
 １，２年生は、トラックを５００ｍ走り、タイムを計測します。４日（火）の中休み
から持久走の練習が始まります。汗ふきタオルを持たせてください。 

◎生活科見学について 
６日（木）に１・２年合同で生活科見学に行きます。今年は大戸緑地に行きます。 

持ち物などの詳細は、お配りしたしおりをご確認ください。 

 通常通りの登校です。また、予備日は２０日(木)に変更になりました。 

 よろしくお願いいたします。 
◎体育の時間の服装について 

寒くなってきたら、必要に応じて専用の服を体育着の上から着たり、はいたりして

もいいです。体育の時間専用に用意して、体育着袋に入れておいてください。 
 上着：【トレーナーや長袖Ｔシャツなど】 

・フードやチャックが付いていないもの。(安全のため) 

下衣：【ジャージの長ズボンなど】 

・運動するとき動きやすいもの。 

・チャックが付いていないもの。 

・なるべく柄が付いていない無地のもの。 

※運動をして体が熱くなったときに、すぐに脱げるものを選びましょう。  

                          裏へつづく→ 

  

月 火 水 木 金 土 日 

         １日 ２日 

       

３日  ４日 ５時間 ５日 ４時間 ６日 ５時間 ７日 ５時間 ８日 ９日 

文化の日 持久走の取り

組み始 

午前授業 特別時程 生活科見学 児童集会 

 

  

１０日 ５時間 １１日 ５時間 １２日 ４時間 １３日 ４時間 １４日 ５時間 １５日 １６日 

放課後英語  

 

 就学時健診 
心のアンケート 

特別時程 

   

１７日 ５時間 １８日 ５時間 １９日 ４時間 ２０日 ５時間 ２１日 ５時間 ２２日 ２３日 

全校朝会  避難訓練 

 

生活科見学 

(予備日) 

 

たてわり児童

集会 

 

 勤労 

感謝 

の日 

２４日  ２５日 ５時間 ２６日 ５時間 ２７日 ５時間 ２８日 ５時間 ２９日 ３０日 

休日    持久走記録会   

１１月の学習予定 

 
音楽…「ようすをおもいうかべよう」 

図工…「たくさんうつそう わたしの形」 

体育…体つくり運動（多様な動き） 

ゲーム（鬼あそび） 

持久走の取り組み 

道徳…伝統と文化の尊重 

生命の尊さ 正直 感謝 

国語…秋がいっぱい 

そうだんにのってください 

おもちゃの作り方をせつめいしよ

う            など 

算数…かけ算 

生活…みんながつかうまちのしせつ 

   花いっぱいになあれ 

１１月の行事予定 

 
大戸小学校 2 年 

学年だより 

 

２０２５．１０．３０ 

１１月号 

国語「おもちゃの作り方をせつめいしよう」で、実際に「紙

コップ花火」を作りたいと思います。 

よって、①紙コップ１こ ②割り箸１ぜん を７日(金)まで

に持たせてください。よろしくお願いいたします。 



★交通安全について★ 
  都内・市内で交通事故が多発しています。お子様の安全のた

め、家庭でも御注意ください。 

 

【交通事故に合わないために】 

・信号機がない道路でも「止まって、右、左、右」の順で左右の

安全をしっかりと確認してから渡る。 

・たとえ青信号や横断歩道でも、車の停止を確認してから渡るよ

うにする。（アイコンタクト） 

・時間に余裕を持って家を出る。 

・忘れ物などで慌てて飛び出すことがないように、事前に準備を

しっかりさせる。 

・明るい色の服装や反射材を身につけさせる。 

・交通量の少ない道路でも、ふざけたり、遊んだりせず、いつか

車が来る意識をもつ。 

 

 


